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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

青山裕洋さん
（くらじ短歌会）短歌

澄んだ水の流れである。
川辺には開き始めた桜の
木が何本か並んでいる。
そんな春の川辺を父が２
人の童を連れて散策に来
たのだろう。
川原の石に父は小さい子
を抱いて座り、流れを見て
いる。少し大きい子は澄ん
だ流れの中に石を投げて
いる。
そんな情景を歌ったので
すが‥‥。

日
本
人
の
魂
で
あ
る

短
歌
に
親
し
み
ま
せ
ん
か

●
く
ら
じ
短
歌
会

短
歌
作
り
を
初
歩
か
ら
学
ぶ
短
期
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
百
人
一
首

を
学
び
な
が
ら
、
あ
な
た
も
短
歌
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
日
々
の
出
来
事
や

出
会
い
、
思
い
出
、
お
孫
さ
ん
と
の
ふ
れ
合
い
な
ど
、
日
々
の
何
気
な
い

一
コ
マ
を
短
歌
で
つ
づ
り
ま
し
ょ
う
。

●
と
き　

５
月
２
日
、
16
日
、
６
月
６
日
、
20
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

の
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
（
４
月
か
ら
行
っ
て
い
る
講
座
で
す
が
、

途
中
参
加
で
き
ま
す
）

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

研
修
室
３

●
講
師　

植
村
隆
雄
さ
ん
（
歌
誌
「
橄
欖
社
」
選
者
）

●
対
象　

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

●
受
講
料　

１
回
に
つ
き
５
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
文
化
振
興
係
☎
４
２
局
７
２
０
０

番
ま
で

小
さ
き
子
は 

父
に
抱い

だ

か
れ 

大
き
子
は

川
面
に
石
を  

投
げ
て
遊
べ
り

町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め
ざ

す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
鞍
手
町
人

権
子
ど
も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や
自
学
学

習
、
様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
随
時
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
教
育
課
生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

人
権
子
ど
も
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

町
で
は
次
の
と
お
り
、
人
権
教
育
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

●
と
き
・
講
師　

▽
第
１
回
＝
６
月
６
日
（
火
）・
山
本

美
也
子
さ
ん
▽
第
２
回
＝
６
月
13
日
（
火
）・
粗
忽
家 

勘
心
さ
ん
▽
第
３
回
＝
６
月
20
日
（
火
）・
吉
村
春
生

さ
ん
▽
第
４
回
＝
６
月
27
日
（
火
）・
徳
田
靖
之
さ
ん

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
教
育
課
生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

鞍
手
町
人
権
教
育
学
級
を
開
設
し
ま
す

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
で

は
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き　

５
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時

か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
内
容　

▽
演
題
＝
考
え
る
こ
と
▽
講

師
＝
西　

徹
空
さ
ん（
種
善
寺
住
職
、

鞍
手
町
小
牧
在
住
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
男
女
共
同
参

画
ネ
ッ
ト
代
表
・
小
島
美
智
子
☎
４

２
局
５
２
１
４
番
ま
で

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

講
演
会
を
行
い
ま
す

●
鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

野
山
に
い
る
野
鳥
は
、
い
ろ
い
ろ
な
姿
・
鳴
き
声
で
、
見
る
人
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
本
野
鳥
の
会
の
会
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

野
鳥
の
観
察
が
で
き
る「
野
鳥
観
察
」講
座
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

旧
中
央
公
民
館
長
谷
別
館　

南
側
広
場
（
鞍
手
町
大
字
長
谷
７

４
７
番
地
）

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
募
集
期
間　

５
月
８
日
（
月
）
か
ら
18
日
（
木
）
ま
で
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

●
持
参
す
る
も
の　

双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）、
水
筒
（
水
分
補
給

用
の
水
・
お
茶
な
ど
）　

※
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
文
化
振
興
係
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

春
の
公
民
館
講
座
「
野
鳥
観
察
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
教
育
課
文
化
振
興
係

く
ら
て
の
芸
能
人
が
大
集
合

第
26
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り

●
鞍
手
町
文
化
連
盟

鞍
手
町
文
化
連
盟
で
は
、
次
の
と
お

り
第
26
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
も
芸
能
愛
好
者
が
多
数

出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
化
連
盟

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２

０
０
番
ま
で



７−2017.５

Relay Essay

私
は
現
在
大
学
４
年
生
で
す
。
大
学
１

年
の
時
か
ら
個
別
指
導
の
塾
で
講
師
と
し

て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
担
当
科

目
は
数
学
と
理
科
で
す
。
ち
な
み
に
得
意

科
目
は
現
代
文
と
生
物
、
苦
手
科
目
は
数

学
と
英
語
。そ
う
で
す
。私
は
今
苦
手
だ
っ

た
科
目
を
、
主
に
中
学
生
相
手
に
指
導
し

先
生
に
な
る
人
は
、
自
分
の
得
意
科
目
を

選
択
し
ま
す
。
私
が
出
会
っ
た
先
生
の
中

に
は
、
そ
の
科
目
が
苦
手
な
生
徒
の
こ
と

を
考
え
ず
に
平
気
で
「
な
ん
で
こ
ん
な
こ

と
が
分
か
ら
な
い
の
？
」
と
言
う
よ
う
な

人
も
い
ま
し
た
。
実
際
に
私
は「
数
学
な
ん

て
簡
単
な
の
に
何
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す

の
先
生
の
よ
う
な
講
師
で
い
る
こ
と
を
心

掛
け
な
が
ら
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
問
題

を
解
け
な
く
て
落
ち
込
ん
で
い
る
生
徒
に

は
、「
一
緒
に
解
い
て
み
よ
う
！
」
と
明

る
く
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
生

徒
た
ち
の
苦
手
と
い
う
感
覚
を
無
く
し
て

い
く
た
め
に
、
あ
と
１
年
間
、『
数
学
と
理

て
い
ま
す
。
高
校
時
代
に
理
系
だ
っ
た
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
中
学
時
代
に
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
（
以
下
、Ｏ
先
生
）
の

影
響
で
苦
手
科
目
を
教
え
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。

Ｏ
先
生
は
、
私
が
中
学
３
年
生
の
時
の

数
学
の
先
生
で
し
た
。
基
本
的
に
学
校
の

か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
Ｏ
先
生
は
、

数
学
が
苦
手
だ
っ
た
か
ら
教
師
の
道
を
選

ん
だ
人
で
し
た
。
だ
か
ら
、
私
が
ど
ん
な

に
簡
単
な
問
題
を
質
問
し
て
も
、
決
し
て

嫌
な
顔
を
せ
ず
に
、
理
解
す
る
ま
で
様
々

な
解
法
で
解
説
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
の
理
想
は
Ｏ
先
生
で
あ
り
、
今
も
そ

科
』
の
先
生
と
し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
田
泰
菜
さ
ん
（
上
木
月
・
21
歳
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
嶋
立
輝
行
さ
ん
（
室
木
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み 桑原カオルさん
（い牟田）

福原泰代さん
（長谷）俳句

時季になれば必
ず花を咲かせる黄
水仙。
通るたびに楽し
く、華やかに心を
満たされ、ありが
とうの気持ちにな
ります。

サークル名 活動日（○内は曜日）

アロハ・フラ鞍手Ⅰ 第1・2・3㊊

リフォーム教室 第1・2・3㊊

和敬会（茶道Ｂ） 第1・3㊌

絵本を楽しむ会 第４㊊

琴由利会（大正琴） 第1・3㊊

アロハ・フラ鞍手Ⅱ 第1・2・3㊊

歌を楽しむ会 第1・2・3・4㊊

木彫教室 第1・3㊋

郷の会（万年毛筆実用書道） 第1・３・4㊎

鞍陶会（陶芸教室） 毎週㊋・㊎

一般書道 第１・３㊌

押花教室Ａ 第2・4㊌

装友会（表装） 第1・３・４㊍

押花教室Ｂ 第1・3㊍

木洩れ日俳句会 第2・4㊍

どれみの会（コーラス） 第1・2・3㊎

手編み教室 第1・2・3㊎

くらじ短歌会 第1㊎

鞍手太極拳クラブ 第1・2・4㊎

郷の会Ⅱ（万年毛筆実用書道） 第1・３・4㊌

ウクレレ　ホヌ・オハナ 第１・２・３㊋

平成29年度 中央公民館自主サークル
●中央公民館自主サークルの皆さん

中央公民館では、次のとおり 21 のサークルが生涯学習
活動を行っています。興味がある人はご連絡ください。一
緒に集い、学びあい、友だちづくりをしましょう。

荒
畑
の  

一
際
目
立
つ  

黄
水
仙

20 年くらい前に
習った魔法の一本針の
技法を思い起こしなが
ら編みました。
二重織りの構造
で、とっても暖かい
ベストです。

●問い合わせ　中央公民館☎４２局７２００番まで


